
#12416 (Created 18 March 2009 by Kentaro Murakami) 

社会経済状態と食事摂取量との関連：日本人妊婦 1002 人の横断調査（大阪母子

保健研究） 
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いずれにしても、この分野における日本における

科学的知見はとても不足しているので、今後の研究

が期待されます。 

欧米諸国で実施されたたくさんの研究において、

社会経済状態が高いひとほど健康的な食生活をおく

っている、ということが示されています。しかしな

がら、日本を含む欧米とは異なる社会的・文化的背

景をもつ地域における社会経済状態と食事の関係に

関する科学的知見は皆無に近いのが現状です。そこ

で、大阪母子保健研究（OMCHS）のデータを用い

て、日本人を対象として社会経済状態と食事摂取量

との関連を調べてみました。 
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調査に協力してもらったのは、大阪府寝屋川市お

よびその近郊に住む日本人妊婦1002人です。過去1

か月間に食べたものを詳しく尋ねる食習慣質問票

（DHQ）をもちいて、各種食品および栄養素摂取量

を計算しました。社会経済状態の指標として、この

研究では、教育歴、世帯の年収、および職業をもち

いました。食習慣に影響を与えるかもしれないほか

の要因（年齢、妊娠週、子数、喫煙、家族構成、過

去1か月の食事変容、身体活動）についても同時に調

べ、これらの影響を統計学的に考慮しました。 

 

図1 教育歴と食事摂取量との関連：妊婦1002人の横断調査（大阪母子保健研究）

すべてにおいて有意な関連（傾向性のP＜0.05）。年齢、妊娠週、子数、喫煙、家族構
成、過去1か月の食事変容、身体活動、職業、および年収で調整済み。

Murakami et al. Nutr Res (in press).  

図1に示すように、教育歴が高いひとほど、食物繊

維、カリウム、カルシウム、マグネシウム、鉄、葉

酸、魚介類、および野菜類が多い、すなわち、より

健康的な食事を摂取している、ということが観察さ

れました。 

 一方、図2に示すように、年収と食事摂取量とのあ

いだには、意味のある関連は観察されませんでした。

また、職業と食事摂取量とのあいだにも明確な関連

はみられませんでした。 

図2 年収と食事摂取量との関連：妊婦1002人の横断調査（大阪母子保健研究）

すべてにおいて関連なし（傾向性のP＞0.05）。年齢、妊娠週、子数、喫煙、家族構成、
過去1か月の食事変容、身体活動、職業、および教育歴で調整済み。

Murakami et al. Nutr Res (in press).

 

欧米諸国では、教育歴、年収、および職業といっ

た社会経済状態指標のいずれをもちいても、社会経

済状態が高いひとほど健康的な食生活をおくってい

る、ということが示されています。今回の日本人妊

婦の研究では、このような関連は教育歴をもちいた

ときにのみ観察されました。欧米の研究結果との違

いの理由はいまのところよくわかっていません。今

回の結果が日本人において普遍的にみられる現象で

あるのか、それとも、ほかのライフステージにある

ひとよりも食事への意識が高いであろう妊婦におい

てのみにみられる現象であるのかについては、さら

なる研究が必要であるといえます。 

 
 


